












Multifaceted Study of Spoken Language Using a
Large-scale Corpus of Everyday Japanese Conversation













海外では，Quirk により 1959 年に開始された The Survey of English Usage 計画におい
て，書き言葉だけでなく話し言葉が大規模に収録され，それに基づく記述文法書が作成されて
いる。その後も，British National Corpus (BNC) や Bank of English，The Santa Barbara





とばの文型 (1)(2)』(国立国語研究所 1960, 1963)といった研究報告書がまとめられた。『談話
























































































研究する基盤も整いつつある。海外では，2006年に The Diachronic Corpus of Present-Day





のために 1950 年代から 1960年代に録音された日常談話を対象にデータを整備し，『昭
和話し言葉コーパス』として一般公開する (丸山 2016)。規模は会話・独話各 25時間，
計 50時間を予定している。
『国会会議録』ひまわり検索版 国立国会図書館の許諾を得た上で，『国会会議録検索システム』











































































　談話行為情報 国際標準化規格 ISO24617-2 に基づき日常会話用に整備した基準に基づき，
コアを対象に人手で付与する。現在，基準の整備を進めている (居關ほか 2017)。
　韻律情報 コアのうち，録音状態や方言の度合などを参考に選別した会話を対象に，CSJ構
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